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漢のⅩmasプﾚｾﾞﾝト！行徳哲男先生､来ベン。

２人の野獣？が、感性のぶつかり合い！？
ベン大生に贈られた、２つのスペシャル講義！
　今年のクリスマスイブ。前半は、当大學の理事長代行山近義幸が「もてない男スペシャル」と
題して丸秘の話が出るか・・・と思いきや、聴講生に女性の姿があったのでがトークはセーブされ
た。またこの日、鞄持ちをしていた女子学生から「モテる男とは？」を女性目線で語り、男子学生
は食い入るように耳を傾けた。後半は名誉講師、行徳哲男先生にご登壇いただき、２時間じっく
りと。「野生の鴨」「感性」「今ここを生きる」・・・。獣には「今とここしかない」とにかく人間は、考え
る、を捨てることだ。感じたら動け！それが感動だ！　今の若者に欠落した人間に大事なことを
たくさん教えていただいた。何度何度も目に涙を浮かべる者も少なくなかった。
　講義終了後は、行徳先生を囲んだ懇親会が催された。学生だけではなく、たくさんの会員企業
様も参加いただいた。世界で一番熱いクリスマスイブだったのではないのだろうか。

気高い「弥勒菩薩」とは・・・　　

↑行徳哲男先生の前で、2期生たちによる将来の

宣言は、これが初めてとなった！

↑「私のあだな名は、野生の鴨」から始まった・・・

↑「作務衣」姿に下駄、
これが行徳先生のいつものスタイル

女子学生によるリアルりなモテる
男の10か条を教えてもらった！

達筆すぎて…

なりきり
龍馬

＜２期生の感想＞　
●講義の最初に、行徳先生が、行徳という名前が嫌い、私は不徳な
ことしかやっていないから、と仰られていたのが最高に気持ちよかっ
たです。

●行徳先生に教わった【一所懸命】とは、今に命を懸けることである、
と。振り返って今年一年、自分自身で行動・実践した事は、ほとんど
薄っぺらいものであった。来年は１人でも多くの人を感動させる行動
に出る！！！

もてない男のクリスマススSP［恋愛学］

ふむふむ

過ちを知った
最高の気高さが

この菩薩である


